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News Release                                発表日時：平成 27 ফ 2 月 27 日(স)  15：30    
 

タイトル 富士吉田市有形文化財に浅間坊表門を新指定 

開催日時 2 月 27 日（স） 

内容 

2 月 16 日開催の市文化財審議会の答申をうけ、2 月 27 日開催の定捁卝挞卑員
会で、上吉田の浅間坊表門を富士吉田市有形文化財に指定することが決議されまし
た。 

今回指定の物件は下記のとおりです。 
 

１文化財の種類 有形文化財（建造物） 
２名称及び員数 浅間坊表門 一棟 
３所 在 地  富士吉田市上吉田四丁目 1 番 22 号 
４所 有 者  住所 压匙೏໡ఖ卶匾 168 番叐 
        氏名 宮下そで 

相続人代表 压匙೏໡富士ఖ卶ູ町ఖ卶 1793 番地 
           宮下一広 
５文化財の概要 
〈御師浅間坊

せんげんぼう

について〉 
浅間坊は代々続いた御師の家൙です。浅間坊の名৐は、區น區ফ（1570）の「勽

挡寺寺振捸厒日記」にみることができます。たटし、上吉田の町厎がおこなわれた
區น 3 ফ（1572）の「屋敷厎໩」にその名をৄることができず、天正 20 ফ（1592）
で匘めて、上吉田の勽町に೜住していることを確認できます。 
 浅間坊は、代々、小佐野出雲か右近を名乗り、御師として活動してきました。屋
敷については、伝承では、昔はタツミチがあり、その奥に屋敷があったとされます
が、明治 25 ফ（1892）の上吉田を๜いたྗග厐「༴士৛勾卶本宮༴士ឧ卡社挌
内全図」をみると、タツミチはなく通りに面して主屋があり、表門も確認すること
ができます。昭和 30 ফ代には、൒掎業を協िために、2 階建ての建物を建て、平
成に入ると御師としての活動と宿泊業をやめ、主屋を建替えました。 
〈浅間坊表門について〉 
 ①概要  
  木造一間一叐薬医門、卲妻造、຋๗ᔹ捹ഝᄠᑛᏕ、勾側ཐሸཎり一叐ဟര 

②規模 
  桁ষ（本෣間） 2.666m（8.80 尺） 
  ᅡ間（本෣عඓ෣間） 1.506m（4.97 尺） 
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  ໟの出（丸桁቗ع჈拆外下ഓ） 1.212m（4.00 尺） 
  丸桁高（基礎天端より） 3.182m（10.50 尺） 
 現在、上吉田の御師家において、木造の門は 9 棟が残ります。そのうち 7 棟は
タツミチを持ついわゆる「本

ほん

御師
お し

」の中門で、残る 2 棟がタツミチを持たずに通
りに面して屋敷を構える「町

まち

御師
お し

」の表門になります。このうちの 1 棟が浅間坊
表門であり、もう 1 棟は中雁丸家の表門です。 
 浅間坊表門は、中雁丸表門や外川家中門と同様の規模をもつ薬医門ですが、それ
らと比べて豪奢な造りであり、斗栱

ときょう

・蟇
かえる

股
また

や虹
こう

ᅡ
りょう

・大瓶束
たいへいづか

の妻飾りなど社寺の様
厚をもつ勷で、శ拤に揂匤なহ捁となります。また、妻側に「丸勘华

ま る ふ に

」の紋が装飾
されており、ূ勤や収挺でඤాした「丸勘华講」が浅間坊表門建য়時に匭大な๾൴
をしたことが分かり、御師と富士講との深い結びつきが分かります。 

建ണফ代については、記捎が残らないため掙定になりますが、その建ണ様厚から、
掜叐時代拢勡と考えられます。 
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浅間坊表門 正面         浅間坊の丸勘华講の講ഀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     浅間坊表門 平面図         浅間坊表門 正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

   浅間坊表門 側面図        明治 25 ফ（1892 ফ）の浅間坊表門 

（「༴士৛勾卶本宮༴士ឧ卡社挌内全図」より） 

問合せ先 歴史文化課 担当者名 篠原武 連絡先 24-2411 

備考   

 


